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被　　服

　目的　一般にぬれは液体や固体の表面自由エネルギーに支配され、ぬれ現象を議論する

には表面自由エネルギーの値が必要となる。合成高分子固体の表面自由エネルギーは原料、

添加剤の有無、履歴などにより異なることが指摘されており、個々の試料についてこの値

を実験的に求める必要がある。本研究ではポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）繊維を用

いて接触角法で表面自由エネルギーを求め、延伸や熱処理によってどのように変化するか

を検討した。
　方法　極限粘度0.95のＰＥＴをスクリュー式押し出し紡糸機で溶融紡糸し、延伸および熱

処理をして試料とした。接触角の測定は水と各種ｎ－アルカンを液体試料として、カー

ン電子天秤と精密微動装置を用いてWilhelmy法により行った。得られた接触角の値から

繊維の表面自由エネルギーの分散力成分と非分散力成分を求めた。繊維の密度測定は密度

勾配管法により、複屈折は偏光顕微鏡にバビネ型コンベンセーターを併用してそれぞれ測

定した。またＸ線光電子分光法(XPS）による表面分析も行った。

　結果　延伸率が増すと表面自由エネルギーの分散力成分は増大するが、非分散力成分に

は変化は認められなかった。また熱処理をすると、分散力成分は増大し、i6o℃以上では

減少した。非分散力成分は高温でやや増加し、XPS分析の結果、繊維表面に官能基が導入

されていることと対応した。密度測定や複屈折測定から得られる繊維バルクの結晶化度や

配向度は延伸や熱処理によって増大し、これに伴って繊維表面の原子密度が増大し、表面

自由エネルギーの分散力成分も増大したものと考えられる。

Ｉ Mp－ ３ 水／エタノール水溶液によるシリカ繊維濾紙の漫透ぬれ
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　目的　繊維集合体の浅透ぬれは洗j?ii程や染色過程の第一段階であり. また. 繊維製品

の実用性能と深く関わっている。この点からとくにぬれ速度か開題となるか，ぬれ速度を

正確に把握し解析することは難しく. ＋分な研究か行われていないのか現状である。本研

究ではm維集合体のモデルとしてシリカ繊維濾紙を用い，ぬれに伴う電導度変化をii跡す

る方法で浸透ぬれ速度を測定し，集合体構造と単m維のぬれを基に解析を行った。

　方法　シリカ繊維濾紙は水, エタノ- ル, エチルエーテルに順次浸漬を繰り返す方法で
精製した。ポリ四フッ化エチレン製試料充mmに円形に切った濾紙を水平に重ねて充填す

る。プラグの上下両端に多孔性白金電極を設置し，下部電極に水／エタノール水溶液（塩
化カリウム1 ×10‘'rnoL/dm'を含む）を接触させた瞬間からの電導度の経時変化を自記記

録した。単繊維のぬれはWilhelaiy法により測定したwetting forceで評価した。

　結果　電導度一時間曲線はある時刻（t ，）で立ち上がり.次第に一定値となる傾向を

示した。t 0の値はシリカ絣維濾紙の充墳枚数か多いほど大きく，また･，ぬれ液のエタノ

ール濃度が増加するほど大きくなる傾向を示した。この結果をwetting forceの測定値と

Washburnの式を用いて解析した。濾紙プラグ内に長さの異なる毛管か多数存在すると仮定
し，･§.毛管に順次ぬれ液が満たされていくときの電導度一時間曲線を計算により求め，こ

れを実験曲線と比較する方法でプラグ内の毛管W造に関する知見を得た。さらに，充墳枚

数やエタノール濃度を変化させたときの結果を比較検討したところ, 浅透ぬれ速度か集合

体構造と単繊維のぬれに支配されていることか明らかとなった。
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